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令和８年３月３０日 

 

【福島大学】学生が福島刑務所を取材し、 
番組・記事を制作しました！ 

 

 このたび、福島大学学生ジャーナリスト放送班が兼任する放送部および行政

政策学類・嶺風編集委員会が、福島刑務所と刑務官の職務などを地域の皆様に周

知し、理解を深めていただくことを目的に、学生が福島刑務所を取材し、ラジオ

番組、特集記事を制作しました。 

当番組・記事は、本学地域未来デザインセンターと福島刑務所が 2024 年に締

結した包括連携協定のなかで、相互の教育、処遇等の活動での協力や共同でのイ

ベント開催などに取り組んでおり、本協定の一環として学生が制作したもので

す。 

 放送や編集に関する大学のサークルが刑務所を取材し、刑務官らの「生の声」

を学内外に発信する取組みは前例が少なく、学生の活動について広く紹介して

いただければ幸いです。 

 

 

学生が制作した番組・記事の概要は下記のとおりです。 

 

① 福大ラジオ「めばえのたね」 

福島刑務支所職員へのインタビューを中心とした動画番組で、放送部(学生ジ 

ャーナリスト放送班が兼任)が制作 

インタビュー番組は 2月下旬より福島大学内のデジタルサイネージで放映 

本学公式 YouTube「福大ラジオ YouTubeチャンネルでも視聴可能 

（https://www.youtube.com/playlist?list=PLs941abM2sjDmSVXGxr-6rlC68iE99PfR） 

 

②嶺風編集委員会「嶺風の小部屋」 

 福島刑務所での取材、職員へのインタビューを中心とした特集記事 

 3月以降、行政政策学類の学生・教員等へ配布予定 

 

放送部の制作する学内ラジオ「めばえのたね」では、学生が学内や地域の情報

を取材しインタビュー動画等を配信しています。福島刑務所職員からのお声が

けがきっかけで、今回の番組制作に至りました。番組では、学生が福島刑務支所

の女性刑務官２名にインタビューする形式で、刑務所や刑務官の仕事の概要、刑

務官になったきっかけや仕事のやりがいなどを 2回にわたり紹介しています。 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLs941abM2sjDmSVXGxr-6rlC68iE99PfR


プレスリリース 

 

 

 

嶺風編集委員会では、年に 1回、主に行政政策学類の学生・教員を読者とした

タブロイド紙「嶺風の小部屋」を発行しており、今年度の特集記事にて福島刑務

所を取り上げました。記事では、編集委員の学生が福島刑務所を取材し、所内の

撮影や職員へのインタビュー、記事の執筆、割り付け等の紙面作成をおこないま

した。「嶺風の小部屋」は 3月に公刊され、行政政策学類の学生・教員に配布さ

れます。 

それぞれの番組、記事の制作にかかわった学生は、「取材や支所内の見学を通

して、受刑者の社会復帰を支える刑務官の仕事の大変さや重要性を感じた。受刑

者の生活を知る中で、受刑者も一人の人間であることを改めて実感した。社会復

帰には社会側の理解と受け入れる姿勢が重要だと学んだ。」（放送部・山口奈央

（行政政策学類・２年））、「刑務所を取材して、想像よりも環境が整っていたこ

とが印象的でした。職業訓練などできることがたくさんあり、出所後の生活に困

る人への支援が行われていることを知りました。本誌を通して、刑務所の環境や

取り組みについて知っていただきたいです。」（嶺風編集委員・川守田舞雪（行政

政策学類・４年））といった感想をのべています。 

また、福島刑務所の担当者からは「当所の概況説明や見学を行うと、随所での

質問が多く驚きました。刑務所の実情についてまだまだ社会の皆さんに浸透し

ていない中、刑務所に高い関心を持ってくれたことがとてもうれしかったで

す。」、同刑務支所の担当者からは「普段、私たちの仕事は刑務所の塀の中で完結

し、外に発信する機会がほぼないため、今回、刑務所の生活や刑務官について発

信できたのは、とても良い経験となりましたし、励みになりました。今後、刑務

所の取組について、興味を持ってくれる方が増えたら嬉しいです。」との声が寄

せられました。 

 それぞれの団体は学内で長年活動していますが、いずれも今回初めて刑務所

に関する特集を企画しました。また、法学等の授業やゼミではない、学生サーク

ルが地域の刑務所を取材し番組や記事を制作する例は、他大学ではほとんど見

られません。その点で今回の取組みは、本学地域未来デザインセンターと福島刑

務所との包括連携協定により、学生の課外活動に広がりが生じるとともに、学内

外のより多くの人々が刑務所に関心を持つきっかけをつくるものと考えます。

これらの番組や記事を通して、多くの人が福島刑務所や刑務官に関心を持って

くれることを願っています。 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ先） 

行政政策学類・准教授 高橋 有紀 

メール：y-takahashi@ads.fukushima-u.ac.jp 
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【添付資料】※いずれも紙面、番組等で使用して差し支えありません。 

・放送部「めばラジ」サムネイル画面 

・嶺風「嶺風の小部屋」 

 

 

 


